
千曲川ワインバレ ー

マンズワインが上田から小諸 にいたる千曲川ワインバVー に契約栽培地を拓い

たのは1971年、その中心地 に 小諸ワイナリ ーを開設したのは1973年のことです。

当初は長野県の在来品種である龍眼（善光寺ぶどう）を中心に 栽培。

1981年にワイナリ ー 内にシャJVドネの植付を開始しました。1988年小諸市大里地区を

季節外れの大雪が襲い、ぶどう棚の多くが倒壊。復興農家と欧州系ぶどうのVイン

カット垣根栽培法をスタ ートしたことが、後のプVミアム日本ワイン「ソラリス」への足掛

かりとなりました。

標高約650mの小諸は、ソラリスとなるシャルドネとメJVロ ーの栽培適地となっています。

標高約550m、小諸よりも比較的温暖な上田市東山の畑で、マンズワインがカベルネ・

ソー ヴィニヨンの植付を開始したのは1994年。

南向きのなだらかな斜面は山を削った造成地で、農地履歴のないまっさらな

土壌でした。ここ東山のカベルネ・ソー ヴィニョンは初生りから手応えがあったため、

周辺に自社管理畑を広げ、メJVローの植付も開始しました。

東山のぶどうは樹齢を重ねるごと にどんどんポテンシャJVを上げています。
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